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一
面
　
合
法
木
材
の
供
給
事
業
者
を
認

　
　
　
定
す
る
団
体
に
研
修
会
を
開
き
、

　
　
　
課
題
へ
の
対
応
な
ど
研
修

二
面
　
平
成
十
八
年
の
製
材
工
場
数
は

　
　
　
八
千
四
百
八
十
二
工
場

三
面
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
示
会
日
程
決
ま
る

　
　
　
お
し
ら
せ

四
面
　
景
況
調
査
　
お
し
ら
せ
　
訃
報

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
応
を
研
修

　
研
修
会
に
は
、
認
定
を
行
う
全
て
の

団
体
か
ら
百
四
十
名
を
超
え
る
出
席
が

あ
り
、
会
場
は
満
杯
。
こ
の
種
の
研
修

会
と
し
て
は
異
例
の
こ
と
。

　
現
在
、
認
定
団
体
は
百
二
十
五
団
体
、

認
定
さ
れ
た
事
業
者
数
は
五
千
七
百
に

お
よ
ぶ
。
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
か

つ
短
期
間
に
多
く
の
事
業
者
を
認
定
し

て
い
る
現
状
が
あ
る
が
、
審
査
基
準
が

統
一
で
な
い
等
信
頼
性
に
対
す
る
課
題

や
認
定
事
業
者
の
理
解
不
足
な
ど
、
認

定
は
進
ん
だ
も
の
の
、
課
題
は
多
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
操
作
実
習
を
行
い
、

閉
会
し
た
。

　
体
制
整
備
に

　
　
あ
た
っ
て
の
課
題

　
研
修
の
中
で
は
次
の
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
示
さ
れ
た
。

　
認
定
団
体
自
身
の
問
題
と
し
て
は
、

認
定
未
実
施
の
団
体
が
あ
る
こ
と
、
認

定
内
容
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
表
が
な
い
団
体
が
あ
る
、
事
業
者
認

定
に
あ
た
っ
て
の
審
査
会
の
委
員
に
業

界
内
部
の
委
員
が
多
く
、
審
査
の
第
三

者
性
に
欠
け
る
と
い
う
見
方
も
多
い
、

透
明
性
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
な
ど
。

　
認
定
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
認
定
の

趣
旨
を
理
解
し
て
い
な
い
事
例
が
あ
る
。

　
需
要
サ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
合
法
木

材
の
調
達
要
求
が
少
な
い

　
供
給
サ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
山
側
か

ら
証
明
書
が
出
て
こ
な
い
、
合
法
木
材

の
流
通
が
少
な
く
、
ど
こ
で
合
法
木
材

を
求
め
て
よ
い
か
情
報
が
無
い
な
ど
。

　
輸
入
材
に
つ
い
て
は
、
合
法
木
材
の

証
明
書
の
入
手
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

合
法
木
材
供
給
事
業
者
認
定
団
体
研
修
会
を
開
催

　
全
木
連
は
六
月
六
、
七
日
に
合
法
木
材
の
供
給
事
業
者

を
認
定
し
て
い
る
団
体
の
実
務
者
を
対
象
に
研
修
会
を
開

催
し
た
。
各
団
体
の
事
業
者
認
定
が
的
確
に
実
行
さ
れ
、

運
営
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
会
開
催
で
あ
り
、

こ
れ
を
受
け
て
各
団
体
は
今
後
、
事
業
者
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
開
催
し
、
理
解
を
広
め
、
供
給
の
実
を
目
指
す

こ
と
と
な
る
。

研修会には多数の関係者が参加

こ
れ
に
対
す
る
当
面
の
対
応
や
団
体
認

定
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て
研
修
す
る
の
が
今

回
の
狙
い
で
あ
る
。

　
第
一
日
目
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
①

グ
リ
ー
ン
購
入
法
と
違
法
伐
採
問
題
の

取
組
に
つ
い
て
環
境
省
の
担
当
課
よ
り

説
明
が
あ
り
、
次
い
で
、
②
合
法
木
材

供
給
事
業
取
組
の
概
要
③
合
法
木
材
供

給
の
課
題
と
事
業
者
研
修
の
概
要
④
業

界
団
体
認
定
の
運
営
上
の
課
題
に
つ
い

て
全
木
連
か
ら
説
明
、
最
後
に
⑤
輸
入

材
産
地
の
違
法
伐
採
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
Ｆ
ｏ
Ｅ
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
。

　
二
日
目
は
、
⑥
違
法
伐
採
取
組
を
巡

る
動
向
と
日
本
の
取
組
の
意
義
に
つ
い

て
林
野
庁
か
ら
説
明
が
あ
り
、
次
い
で
、

⑦
需
要
者
側
の
動
向
と
期
待
に
つ
い
て

需
要
者
で
あ
る
大
林
組
と
住
友
林
業
か

ら
説
明
が
あ
り
、
⑧
十
八
年
度
合
法
木

材
供
給
に
関
す
る
検
証
調
査
の
結
果
概

要
に
つ
い
て
全
木
検
か
ら
報
告
し
、
⑨

合
法
木
材
ナ
ビ
と
認
定
団
体
・
事
業
体

に
つ
い
て
全
木
連
か
ら
説
明
し
、
質
疑

応
答
を
経
て
終
了
し
た
。
そ
の
後
、
希

望
者
の
み
を
対
象
に
合
法
木
材
ナ
ビ
の
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　製
材
工
場
数
は
八
千
四
百
八
十
二
工
場

　
農
林
水
産
省
が
四
月
二
十
日
に
公
表

し
た「
平
成
十
八
年
木
材
統
計
」に
よ
る

と
、
我
が
国
の
平
成
十
八
年
末
時
点
の

製
材
工
場
数
は
、
八
千
四
百
八
十
二
工

場
と
な
り
、
前
年
よ
り
五
百
二
十
九
工

場
減
少
し
た
。

　
こ
れ
を
製
材
工
場
の
出
力
別
に
見
る

と
、
全
て
の
出
力
階
層
に
お
い
て
工
場

数
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
総

出
力
数
は
八
十
一
万
九
千
八
百
七
十
七

キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
前
年
に
比
べ
三
万
七

千
五
百
十
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
減
少
し
た
が
、

一
工
場
あ
た
り
の
出
力
数
は
九
十
六
・

七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
前
年
に
比
べ
一
・
六

キ
ロ
ワ
ッ
ト
増
加
し
た
。

　
従
業
者
数
は
四
万
五
千
三
百
八
十
九

人
で
、
前
年
よ
り
三
千
七
百
七
十
人
減

少
し
て
い
る
。

　
平
成
十
八
年
の
製
材
用
素
材
消
費
量

は
二
千
三
十
万
五
千
k
で
、
前
年
に
比

べ
二
十
八
万
一
千
k
減
少
し
た
。
こ
れ

も
出
力
階
層
別
に
見
る
と
、
三
百
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上
の
階
層
を
除
く
全
て
の
階

層
で
減
少
し
て
い
る
。

　
な
お
、
一
工
場
あ
た
り
の
素
材
消
費

量
は
二
千
三
百
九
十
四
k
で
、
前
年
に

比
べ
百
九
k
増
加
し
た
。

　
製
材
品
の
出
荷
量
に
つ
い
て
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
18
年
木
材
統
計

製材工場数　出力数　従業者数　素材消費量

製材品出荷量

出　力　階　層 対前年比全　　　　国 素材消費量（千k） 対前年比

工　場　数

従業者数

1工場あたり消費量

総　　　　数

22.5～37.5

37.5～75.0

75.0～150.0

150.0～300.0

300.0kw以上

　　　7.5～22.5kw

－

－

－

－

－

－

－

区　　分

総　数

うち人工乾燥材

建築用材

土木建設用材

木箱仕組板・梱包用材

家具・建具用材

その他用材

小　　　　計

板　　　　類

ひき割類

ひき角類

出荷量（千k） 対前年比

総出力数　　kw

1工場あたり出力数　　kw

8,482

862

1,814

3,111

1,461

754

480

819,877

96

45,389

－

94.1

95.9

94.5

92.3

94.1

96.4

98.4

95.6

101.7

92.3

20,305

179

671

2,264

3,911

3,507

10,773

2,394　k 104.8

98.6

94.7

92.7

89.2

90.0

96.5

104.9

12,554

2,291

10,207

2,050

3,941

4,216

515

1,391

117

324

97.9

108.3

97.1

96.8

97.4

97.1

107.5

99.4

78

112.1

千
二
百
五
十
五
万
四
千
k
で
、
前
年
よ

り
二
十
七
万
一
千
k
減
少
し
て
い
る
。

建
築
用
材
、
木
箱
仕
組
板
・
梱
包
用
材
、

家
具
建
具
用
材
の
各
用
途
別
で
も
前
年

よ
り
減
少
し
て
い
る
。
土
木
建
設
用
材
、

そ
の
他
用
材
は
増
加
し
た
。
人
工
乾
燥

材
の
出
荷
量
は
二
百
二
十
九
万
一
千
k

で
あ
り
、
前
年
よ
り
十
七
万
五
千
k
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
出
荷
量
の
一

八
・
二
％
に
あ
た
る
。

　
　
　
３
０
０
ｋ
Ｗ
以
上
の
工
場
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
素
材
消
費
量
は
増
加

　交
通
事
故
に
よ
る

　　災
害
保
障
は
今
後
と
も

　　　　　　　変
わ
ら
ず
に
続
く

　　掛
け
金
が
安
く
な
る

　
生
命
保
険
料
率
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、

七
月
一
日
か
ら
中
型
グ
ル
ー
プ
の
掛
け

金
が
引
き
下
げ
と
な
る
。
男
性
五
十
六

歳
か
ら
六
十
歳
の
年
齢
で
、
死
亡
保
障

百
十
万
円
あ
た
り
月
額
で
百
三
十
四
円

安
く
な
る
。

　
ま
た
、
九
月
一
日
か
ら
は
、
損
害
保

険
の
掛
け
金
が
な
く
な
る
た
め
、
さ
ら

に
安
く
な
り
、
よ
り
手
頃
な
制
度
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
加
入
を
。

　
全
木
協
連
が
運
営
す
る
中
型
グ
ル
ー

プ
保
険
に
つ
い
て
は
、
前
月
号
で
既
報

の
と
お
り
、
発
足
以
来
長
年
に
わ
た
っ

て
、
生
命
保
険
と
損
害
保
険
を
セ
ッ
ト

に
し
た
保
障
制
度
と
し
て
歩
ん
で
き
た

が
、
本
年
九
月
一
日
よ
り
、
交
通
事
故

傷
害
保
険
（
損
害
保
険
に
よ
る
部
分
）

の
取
扱
い
を
中
止
し
て
、
以
後
、
災
害

保
障
特
約
付
団
体
定
期
保
険
（
生
命
保

険
に
よ
る
部
分
）
に
よ
る
制
度
に
改
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
今
回
、
損
害
保
険
に
よ
る
交
通
事
故

傷
害
保
険
部
分
を
解
除
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
交
通
事
故
に
対

す
る
保
障
が
無
く
な
る
訳
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
、

不
慮
の
事
故
一
般
に
対
す
る
保
障
よ
り

も
手
厚
く
、
上
乗
せ
の
保
障
を
損
害
保

険
に
よ
り
付
け
て
お
り
、
こ
の
部
分
が

無
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
後

と
も
、
本
体
の
生
命
保
険
部
分
に
よ
る

交
通
事
故
に
対
す
る
保
障
は
変
わ
ら
ず

に
続
く
。

　
中
型
グ
ル
ー
プ
保
険

　
　
　
　
　
　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
登
場
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平
成
　　
年
度
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
地
域
モ
デ
ル

１９

　
　
　
　
　
実
践
事
業
の
募
集
に
つ
い
て（
予
告
）

おしらせ

　
を
自
己
負
担
で
き
る
こ
と
。

３
、
助
成
対
象
経
費
の
範
囲

　
　
事
業
の
実
施
に
直
接
必
要
な
経
費

　
の
う
ち
、
賃
金
、
技
術
者
給
、
器
具

　
機
材
等
の
使
用
料
及
び
賃
借
料
、
原

　
材
料
費
、
役
務
費
、
消
耗
品
費
、
旅

　
費
等
で
す
。（
原
材
料
や
消
耗
品
以
外

　
の
物
品
・
備
品
に
係
る
経
費
は
対
象
外
）

４
、
助
成
金
の
額
、
助
成
率

　
　
事
業
一
件
当
た
り
の
経
費
は
、
原

　
則
三
千
五
百
万
円
以
内
と
し
、
そ
の

　
１
／
２
以
内
を
助
成
し
ま
す
。

５
、
事
業
実
施
期
間

　
　
事
業
は
単
年
度
事
業
を
原
則
と
し
、

　
年
度
末
の
事
業
評
価
等
の
結
果
に
よ

　
り
必
要
に
応
じ
て
複
数
年
実
施
す
る

　
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

６
、
選
定
審
査

　
　
本
会
が
設
置
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ

　
ス
利
活
用
推
進
対
策
事
業
実
証
実
施

　
団
体
選
定
委
員
会
の
審
査
を
経
て
選

　
定
し
ま
す
。

７
、
応
募
に
必
要
な
書
類

　
　
応
募
申
請
書
様
式
は
募
集
開
始
時

　
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

８
、
募
集
期
間

　
　
応
募
の
受
付
は
平
成
十
九
年
六
月

　
二
十
日
　（　）水
か
ら
七
月
二
十
日
　（　）金
ま
で

　
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

９
、
応
募
申
請
書
の
提
出
先
及
び
問
い

　
　
合
わ
せ
先

　
　
応
募
申
請
書
等
の
提
出
先
及
び
事
業

　
内
容
や
募
集
要
領
に
つ
い
て
の
お
問
い

　
合
わ
せ
は
、全
木
連
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　Ｊ
Ａ
Ｓ
展
示
会
開
催
日
程
な
ど
決
ま
る

　
平
成
十
八
年
度
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普

及
推
進
展
示
会
（
農
林
水
産
祭
参
加
行

事
）
は
、
以
下
の
要
領
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
六
月
十
五
日

に
、
主
催
三
団
体
の
ほ
か
、
展
示
会
審

査
委
員
長
、
開
催
予
定
市
場
及
び
関
係

行
政
機
関
等
の
関
係
者
に
よ
る
第
一
回

実
行
委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
た
も
の
。

　
一
、
開
催
目
的

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
は
、
品
質
・
性
能
が

保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
建
築
・
設

計
等
の
需
要
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
信

頼
さ
れ
る
製
材
品
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
普
及

を
図
る
た
め
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進

展
示
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の

流
通
の
拡
大
と
普
及
を
図
り
、
も
っ
て

製
品
品
質
の
改
善
、
生
産
技
術
の
向
上

・
合
理
化
、
取
引
の
単
純
公
正
化
及
び

消
費
の
合
理
化
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
二
、
主
催
者

　
全
国
木
材
組
合
連
合
会
　
全
日
本
木

材
市
場
連
盟
　
全
国
木
材
市
売
買
方
組

合
連
盟
の
共
催
と
す
る
。

　
三
、
開
催
会
場
（
別
表
）

　
四
、
出
品
材
に
対
す
る
審
査
基
準

（「
実
施
要
領
」「
審
査
項
目
と
採
点
の

細
目
」）は
概
ね
昨
年
と
同
様
で
あ
る
が
、

左
記
に
つ
い
て
改
正
し
た
。

①
Ｊ
Ａ
Ｓ
格
付
実
績
に
つ
い
て
、
出
品

材
に
対
し
て
の
前
年
度
生
産
量
に
対
す

る
格
付
実
績
に
よ
り
八
段
階
（
〇
点
〜

二
十
点
）
で
減
点
す
る
。

②
市
場
へ
の
前
年
度
出
荷
実
績
（
出
荷

回
数
）
に
よ
り
、
六
段
階
（
〇
点
〜
十

点
）
で
減
点
す
る
。

③
出
荷
量
に
つ
い
て
は
昨
年
度
と
同
一

基
準
で
あ
る
が
、
構
造
材
及
び
下
地
材

は
五
k
以
上
、
造
作
材
は
一
k
以
上
と

す
る
こ
と
を
「
実
施
要
領
」
に
明
記
し
た
。

第35回　JAS製材品普及推進展示会
審査・展示日程表

会　場

東　京

千　葉

岡　山

埼　玉

名古屋

三　重

熊　本

　9月　4日（火）

　9月　5日（水）

　8月　1日（水）

　8月　2日（木）

審査月日

展示月日

　9月　5日（水）

　9月　6日（木）

10月　3日（水）

10月15日（月）

10月16日（火）

10月　　日（　）

10月　　日（　）

11月21日（水）

11月22日（木）

開催日未定

審査・展示会場

（TEL）

東京木材市場㈱

（03）－3521－7111

丸宇木材市売㈱

大栄浜市場

（0476）－73－7611

（0868）－28－7777

丸宇木材市売㈱

北浜市場

（048）－798－0453

西部市場

（0567）－55－0155

（0598）－20－2211

熊本木材㈱

（096）－389－1111

㈱津山綜合木材市場

㈱東海木材相互市場

ウッドピア市売　（　）協

〒番号

136-0086

287-0204

708-0011

339-0025

490-1444

862-8012

515-0088

所　在　地

東京都江東区新木場

2－1－8

千葉県成田市伊能567

岡山県津山市上田邑

2880

埼玉県さいたま市

岩槻区釣上新田291

愛知県海部郡飛島村

木場1－17

熊本県熊本市平山町

3052

三重県松阪市木の郷11

10月　4日（木）

　
　（　）社
全
国
木
材
組
合
連
合
会
で
は
、
平

成
十
九
年
度
林
野
庁
補
助
事
業
「
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進
対
策
事
業
」

に
係
わ
る
地
域
モ
デ
ル
実
践
事
業
の
募

集
を
行
い
ま
す
。
応
募
に
関
す
る
詳
細

は
、
全
木
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

１
、
事
業
の
目
的

　
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
は
、

　
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
、
地
球
温

　
暖
化
の
防
止
に
資
す
る
重
要
な
課
題

　
で
す
。
し
か
し
、
林
地
残
材
に
つ
い

　
て
は
利
用
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
状

　
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
木
質

　
バ
イ
オ
マ
ス
の
一
層
の
利
活
用
を
図

　
る
た
め
、
全
国
数
カ
所
で
木
質
バ
イ

　
オ
マ
ス
の
総
合
利
用
に
関
す
る
モ
デ

　
ル
事
業
を
実
施
し
、
林
地
残
材
な
ど

　
の
未
利
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
活

　
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
全
国
に
普
及
す

　
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

２
、
応
募
要
件

　
　（　）１
応
募
対
象
と
な
る
事
業
等
の
要
件

　
　
林
地
残
材
等
の
未
利
用
木
質
バ
イ

　
オ
マ
ス
の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め

　
の
実
証
事
業
を
対
象
と
し
ま
す
。

　
　（　）２
応
募
者
の
要
件

　
　
地
域
に
お
け
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

　
資
源
の
総
合
利
用
モ
デ
ル
の
構
築
に

　
取
り
組
む
団
体
、
民
間
事
業
者
等
　

　
（
発
電
施
設
、
熱
利
用
施
設
、
ペ
レ

　
ッ
ト
製
造
施
設
等
の
既
存
の
木
質
バ

　
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
を
有
す
る
者
）

　
で
、
か
つ
、
事
業
費
の
１
／
２
以
上



独立行政法人 農林漁業信用基金（林業部門）  
 副理事長　加藤　鐵夫加藤　鐵夫  

〒101-8506　東京都千代田区内神田1-1-12（コープビル11階） 
TEL 03-3294-5581　FAX 03-3294-5595 
　　ホームページ://www.affcf.com

造林・育林、素材生産、木材・木製品製造 
薪炭生産、林業種苗生産、きのこ生産、木材卸売業 

に必要な事業資金の債務保証を行います。 

お役に立ちます  
　　林業・木材産業信用保証  

皆様の経営にぜひこの制度をご活用下さい。 

全　　　木　　　連　　　時　　　報

―　4　―

景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

19年4月分集計表

平成19年6月25日（月曜日） （第591号）（第三種郵便物認可）

モニター数124　　回答数96　　回収率77％

増加20％（19）
上昇27％（26）
上昇44％（42）

増加39％（37）
増加29％（28）
上昇26％（25）
上昇46％（44）

強　含　み
42％（35）
42％（33）
59％（48）
33％（29）
35％（28）

増　　加
28％（24）

減少28％（27）
減少30％（29）
下降　5％（　5）
下降　4％（　4）

減少12％（11）
減少17％（16）
下降　4％（　4）
下降　2％（　2）

弱　含　み
　7％（　6）
　6％（　5）
　6％（　5）
　4％（　4）
　6％（　5）

減　　少
　0％（　0）

保ち合い
51％（43）
52％（41）
35％（29）
63％（56）
59％（48）

変わらず
72％（63）

変わらず47％（44）
変わらず50％（48）
変わらず68％（64）
変わらず52％（50）

変わらず49％（47）
変わらず54％（52）
変わらず70％（67）
変わらず52％（50）

モニター数154　　回答数110　　回収率71％

増加23％（25）
増加17％（18）
上昇14％（15）
上昇31％（34）

増加27％（29）
増加15％（16）
上昇14％（15）
上昇27％（29）

強　含　み
38％（21）
49％（22）
70％（38）
40％（36）

1ヵ月以内
82％（23）

保ち合い
57％（32）
44％（20）
24％（13）
53％（47）

1ヵ月
14％（　4）

減少27％（29）
減少38％（41）
下降　5％（　6）
下降12％（13）

減少17％（19）
減少23％（25）
下降　5％（　6）
下降　7％（　7）

弱　含　み
　5％（　3）
　7％（　3）
　6％（　3）
　7％（　6）

1ヵ月以上
　4％（　1）

変わらず50％（55）
変わらず45％（49）
変わらず81％（88）
変わらず57％（62）

変わらず56％（61）
変わらず62％（67）
変わらず81％（87）
変わらず66％（71）

各
県
木
連
・
木
協
連
役
員
異
動

お
し
ら
せ

　
各
都
道
府
県
木
連
で
は
、
５
月
の
後

半
を
ピ
ー
ク
に
総
会
が
開
催
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
本
格
的
に
今
年
度
の
活
動
が
始

ま
る
こ
と
と
な
る
。
団
体
と
し
て
は
運

営
が
難
し
い
時
代
で
あ
る
が
、
業
界
発

展
に
向
け
て
の
努
力
が
期
待
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
各
県
木
連
（
協
連
）
の

今
期
総
会
で
は
、
役
員
の
改
選
期
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
代
表
者
が
交
代

し
た
団
体
が
あ
る
の
で
紹
介
す
る
（
敬

称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
前
任
者
、
全
木
連

が
役
員
の
異
動
を
各
団
体
に
照
会
の
う

え
回
答
の
あ
っ
た
も
の
を
掲
載
）。

　
▼
会
長
・
理
事
長
交
代

宮
城
＝
高
橋
義
宣
（
渋
谷
正
志
）

秋
田
＝
菊
地
成
一
（
栗
生
澤
節
）

神
奈
川
＝
落
合
公
信
（
小
林
弘
昌
）

福
井
〈
木
協
連
〉
＝
中
西
眞
一
郎
（
久

保
新
六
）

奈
良
＝
下
西
昭
昌
（
田
口
太
望
）

岡
山
＝
豆
原
直
行
（
中
塚
淳
一
郎
）

岡
山
〈
木
協
連
〉
＝
鳥
越
康
生
（
中
塚

淳
一
郎
）

徳
島
＝
山
田
喜
三
郎
（
高
木
健
男
）

鹿
児
島
〈
木
協
連
〉
＝
柴
立
鉄
彦
（
横

小
路
喜
代
治
）

　
全
木
連
元
理
事
、
全
木
協
連
元
理
事
、

奈
良
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
元
会
長

の
丸
直
氏
は
、
五
月
十
一
日
に
逝
去
さ

れ
た
。
七
十
二
歳
だ
っ
た
。

　
葬
儀
は
、
社
葬
が
六
月
十
九
日
に
大

阪
市
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
平
成
八
年
よ
り
十
年
間
、
全
木
連
及

び
全
木
協
連
の
理
事
を
つ
と
め
た
。

丸
　
直
　
氏
逝
去

増加25％（24）


